
 

 

 

 

             

牧師    間渕  善彦 

「心の貧しい人々は、幸いである、天の国はその人たちのものである」 

（マタイ福音書５章３節）。 

 朝晩涼しく秋らしい季節になってまいりました。収穫の秋、と申しますが、わたしたちの人生

においても実りある生活をおくりたいものです。 

 教会のホームページがリニューアルされました。以前よりもだいぶ見やすくなりました。まだ

御覧になっておられない方は、ぜひ見ていただきたく思います。 

 今回は「心の貧しい」ということについて書かせていただきました。だいたいの人は、貧しい

よりも豊かな方が良いと考えるでしょう。お金がなければ生活ができないのですから、人は一生

懸命働くのです。お金が増えればより豊かな生活ができる、これはわたしたちが考える普通の考

え方です。 

 しかし、聖書は「心の貧しい人々は、幸いである」と言います。貧しい者こそが、神のおられ

る国（神の国）に招き入れられるので、幸いであるというのです。しかも、「貧しい」という言葉

に、「心の」という言葉がついています。では、「心の貧しい」とは、どういうことなのでしょう

か。 

 ここで言う貧しいとは、決して物質的な大きさを意味するものではないのです。それよりもむ

しろ、わたしたちが持っていると豊かで安心であると思い込んでいるもの、それはつまり財産や

名誉、地位といったものが、全く頼りにならず、失われ安いものであるということです。これら

に必死にすがって生きようとしている自分の姿こそが貧しい生き方なのです。 

 「心の貧しい人々」とは、自分の罪深さ、愚かさ、貧しさを知っている人びとです。自分自身

の富や力にいくら依り頼んでも、本当に自分を救うことができないのです。だから、神の救いが

自分には必要なのだということを知っている者のことです。自分には何一つ人に誇るものはない

ということに気づくと、すべてのものが神の恵みによって与えられていることに感謝させられる

でしょう。 

 わたしたちは自分が持っているもの、富や財産を手放し、自由にされて、もっと貧しくなる必

要があるのではないでしょうか。その時初めて、神の愛と恵みがあなたを守り、包んでくださっ

ていることに気がつくでしょう。 
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※当教会はプロテスタント教会です。エホバの証人、モルモン教、統一協会などとは異なります。 

教会学校（成人科） 

 

 礼拝の中で、牧師のお話を聞いて、

感想や意見を述べ合います。わから

ないところは質問もできます。 

毎週日曜日  礼拝後 

教会学校（幼児科） 

 

 かわいい讃美歌を歌って、聖書のやさ 

しいお話を聞きます。お祈りもします。 

 

毎週日曜日  午前10時～10時20分 

聖書を学ぶ会 

 

 牧師から詳しく聖書を学びます。 

 讃美歌も歌い楽しい会です。 

 

毎週火曜日  午後1時30分～2時30分 

聖書研究・祈り会 

 

 静かな夕べに聖書を学びます。 

 共に祈り合います。 

 

毎週水曜日  午後7時30分～8時30分 


